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～令和５年 玉川村 二十歳を祝う会～～令和５年 玉川村 二十歳を祝う会～

「俺たちに「俺たちにままかかせせろろ!!!!」」



何だろうね！？～友達と見る雪～
（認定こども園たまかわクックの森）あけましておめでとう

（認定こども園たまかわクックの森）

冬
の
行
事

なかなかむずかしいね（玉川第一小学校）

パソコンはまかせて（須釡小学校）

村の守りはまかせろ（出初め式）
ガンバッテ！（玉川中学校）

（2）令和５年１月26日 議 会 だ よ り



（3） 令和５年１月26日議 会 だ よ り

※読みやすくするため、議案件名を一部省略しています。

審議議案と各議員の賛否　　○は賛成、×は反対　須藤議長は採決に加わらないため空欄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全会一致で賛成の場合は個別の賛否は省略しました。

番　号 件　　　　名 採決
須
藤
安
林
小

針

石

井

渡

邊

小

林

大
和
田

飯

島

西

川

三

瓶

塩

澤

須
藤
利

議案第55号 玉川村公の施設の指定管理者の指定 可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第56号 村長等の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決 期末手当の支給率を引き上げる改正

議案第57号
議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例

可決 期末手当の支給率を引き上げる改正

議案第58号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決
令和４年度人事院勧告及び福島県人事委
員会勧告に準じ、給料表及び勤勉手当、
宿日直手当等の改定に伴う改正

議案第59号 玉川村職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例 可決 ５ページに記載

議案第60号
地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係
条例の整備に関する条例

可決 ５ページに記載

議案第61号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 可決
人事院規則の一部改正に伴う、非常勤職
員の育児休業取得の柔軟化や育児休業取
得回数制限の緩和等の改正

議案第62号 玉川村農産物加工施設設置条例の一部を改正する条例 可決 ５ページに記載

議案第63号 令和４年度一般会計補正予算（第５号） 可決 ６、７ページに記載

議案第64号 令和４年度介護保険特別会計補正予算（第２号） 可決 歳出で保険給付費を 216 万円増額し、基
金積立金を 216 万円減額する

議案第65号 令和４年度上水道事業会計補正予算（第２号） 可決 ７ページに記載

議案第66号 令和４年度農業集落排水事業会計補正予算（第２号） 可決 収益的収入支出それぞれ181万円増額し、
予算総額を１億 7870 万円とする

議案第67号 道路災害復旧工事（査定第１００５号）請負契約の締結 可決 ７ページに記載

請願第５号 竜崎字上代村道竜 - １９号線拡幅整備に関する請願書 採択 14 ページに記載

議会を傍聴しませんか　12月定例会の傍聴人数８人（令和４年累計傍聴人数66人）
次回の定例会は３月中旬を予定

玉川村議会 12月定例会



　
玉
川
村
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー

ツ
施
設
を
「
一
般
社
団
法
人

サ
イ
ク
ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
た
ま

か
わ
」
に
、
玉
川
村
農
産
物

加
工
施
設
を
「
株
式
会
社
こ

ぶ
し
の
里
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
令

和
10
年
３
月
31
日
ま
で
指
定

管
理
者
と
し
て
指
定
す
る
。

［
質
　
疑
］

須
藤
議
員

　
農
産
物
加
工
施
設
は
、
年

８
０
０
万
円
を
限
度
と
し
て

業
務
委
託
す
る
内
容
だ
が
、

指
定
管
理
者
の
契
約
が
成
立

す
れ
ば
、
現
在
の
会
計
年
度

任
用
職
員
３
名
の
派
遣
が
な

く
な
る
と
い
う
こ
と
か
。

産
業
振
興
課
長

　

指
定
管
理
者
が
指
定
さ
れ

れ
ば
４
月
以
降
は
村
で
の
任

用
は
な
く
な
る
。

須
藤
議
員

　
現
在
の
業
務
内
容
、
負
荷

を
し
っ
か
り
精
査
し
、
８
０

０
万
円
に
相
当
す
る
価
値
の

あ
る
業
務
、
支
出
な
の
か
の

検
証
と
、
５
年
契
約
と
な
っ

て
い
る
が
、
毎
年
の
損
益
、

実
績
を
検
証
し
た
う
え
で
、

毎
年
委
託
料
の
契
約
を
す
べ

き
と
思
う
が
。

産
業
振
興
課
長

　

毎
年
経
営
状
況
等
を
詳
細

に
わ
た
り
判
断
し
た
う
え

で
、次
年
度
に
反
映
さ
せ
る
。

小
針
議
員

　

こ
ぶ
し
の
里
の
職
員
と

な
っ
た
場
合
の
給
料
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
。

村
長

　

こ
ぶ
し
の
里
の
事
務
給
与

体
系
に
移
る
。

あらまし
　
玉
川
村
議
会
12
月
定
例
会
は
、
12
月
９
日
か

ら
13
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
条
例
改
正
や
補
正
予
算
な

ど
の
議
案
13
件
、
請
願
１
件
を
審
議
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
質
問
に
は
４
名
の
議
員
が
登
壇

し
、
村
執
行
部
の
考
え
を
質
し
た
。

小
針
議
員

　
こ
ぶ
し
の
里
の
職
員
に
な

る
と
、
本
来
の
加
工
施
設
業

務
以
外
に
こ
ぶ
し
の
里
業
務

ま
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
危
惧
さ
れ
る
が
。

村
長

　

指
定
管
理
後
は
従
業
員
の

勤
務
体
制
の
見
直
し
を
行

う
。小

林
議
員

　
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
指
定
管
理
料
５
０
０
万
円

の
支
払
で
得
ら
れ
る
費
用
対

効
果
は
何
か
。

企
画
政
策
課
長

　

交
流
人
口
等
年
間
３
０
０

０
人
を
見
込
ん
で
お
り
、
そ

の
点
で
は
来
村
者
の
増
加
が

費
用
以
上
に
効
果
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

小
林
議
員

　
来
村
者
の
増
加
だ
け
で
効

果
が
あ
る
の
か
。

企
画
政
策
課
長

　

ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
施
設

に
来
る
の
だ
け
で
な
く
、
道

の
駅
な
ど
周
辺
の
施
設
の
利

用
も
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ

こぶしの里（加工所）

（4）令和５年１月26日 議 会 だ よ り

12月定例会
すべて原案どおり可決

玉
川
村
公
の
施

設
の
指
定
管
理

者
の
指
定



れ
、
最
終
的
に
は
移
住
・
定

住
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　
主
た
る
改
正
は
、
令
和
５

年
４
月
１
日
よ
り
令
和
13
年

３
月
31
日
ま
で
に
、
60
歳
定

年
か
ら
順
次
65
歳
に
引
き
上

げ
、
管
理
監
督
職
勤
務
上
限

年
齢
制
等
を
導
入
す
る
。

　
定
年
延
長
等
に
係
る
地
方

公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
伴

う
、
村
関
係
10
条
例
を
改
正

す
る
。

　
指
定
管
理
者
の
指
定
に
伴

い
、
規
則
で
定
め
て
い
た
使

用
料
金
を
条
例
で
規
定
す
る

よ
う
改
正
す
る
。

［
質
　
疑
］

小
林
議
員

　
村
内
、
村
外
の
加
工
施
設

使
用
者
数
は
。

産
業
振
興
課
長

　

令
和
４
年
７
月
末
現
在

で
、村
内
は
延
べ
１
９
２
名
、

村
外
は
延
べ
89
名
。

小
林
議
員

　
村
内
使
用
者
と
村
外
使
用

者
の
主
な
加
工
品
は
何
か
。

産
業
振
興
課
長

　

村
内
使
用
者
は
、ジ
ャ
ム・

惣
菜
類
。
村
外
使
用
者
は
、

プ
リ
ン
・
ゼ
リ
ー
・
パ
ン
・

菓
子
類
・
佃
煮
等
に
加
工
し

て
い
る
。

小
林
議
員

　
そ
れ
ら
の
加
工
品
は
販
売

に
至
っ
て
い
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長

　

村
内
の
方
は
、
一
部
は
独

自
に
販
売
し
て
い
る
物
も
あ

る
が
、
ほ
ぼ
こ
ぶ
し
の
里
で

販
売
し
て
い
る
。
村
外
の
方

は
、一
部
は
こ
ぶ
し
の
里
で
、

そ
れ
以
外
は
自
分
の
住
所
地

で
販
売
し
て
い
る
。

小
林
議
員

　
村
内
・
村
外
に
区
分
し
た

使
用
料
金
を
条
例
改
正
し
て

ま
で
２
倍
も
の
差
を
つ
け
る

こ
と
は
不
公
平
で
は
な
い

か
。産

業
振
興
課
長

　

加
工
施
設
は
、
本
来
村
民

の
た
め
の
施
設
と
の
位
置
づ

け
で
設
置
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
村
外
の
利
用
も
認
め
て

い
る
。
条
例
に
定
め
た
使
用

料
金
は
、
あ
く
ま
で
も
上
限

値
で
あ
り
そ
の
範
囲
内
で
指

定
管
理
者
が
設
定
で
き
る
。

小
針
議
員

　
指
定
管
理
し
て
い
る
施
設

の
使
用
料
金
の
設
定
を
そ
の

都
度
議
会
に
か
け
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長

　

使
用
料
は
条
例
で
定
め
る

べ
き
も
の
で
あ
り
、
本
来
の

正
し
い
姿
に
戻
す
も
の
。

小
針
議
員

　
観
光
交
流
施
設
「
森
の
駅

ヨ
ッ
ジ
」
の
使
用
料
は
議
会

に
か
け
て
い
な
い
と
思
わ
れ

る
が
。

企
画
政
策
課
長

　

観
光
交
流
施
設
「
森
の
駅

ヨ
ッ
ジ
」
の
使
用
料
は
議
会

に
か
け
て
定
め
て
い
る
。

石
井
議
員

　
会
社
関
係
（
法
人
）
の
使

用
料
金
の
定
め
は
な
い
が
。

産
業
振
興
課
長

　

条
例
上
は
、
個
人
・
法
人

の
区
別
は
し
て
い
な
い
。

森の駅yodgeで開催された収穫祭

アーバンスポーツ施設

（5） 令和５年１月26日議 会 だ よ り

質
　

疑
　

応
　

答

玉
川
村
農
産
物

加
工
施
設
設
置

条
例
の
一
部
改

正

玉
川
村
職
員
の

定
年
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部

改
正

地
方
公
務
員
法

の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
備
に

関
す
る
条
例



　
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ

れ
４
３
２
９
万
円
を
追
加

し
、
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
52
億

１
５
０
万
円
と
す
る
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
地

方
交
付
税
３
２
３
６
万
円
、

国
庫
補
助
金
７
６
８
万
円
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
出

産
・
子
育
て
応
援
事
業
補
助

金
４
９
５
万
円
、
国
の
人
事

院
勧
告
に
伴
う
人
件
費
の
補

正
及
び
電
気
料
金
の
値
上
げ

に
伴
う
公
共
施
設
に
お
け
る

電
気
料
金
の
補
正
。

［
質
　
疑
］

小
林
議
員

　
電
気
料
金
の
値
上
げ
に
よ

る
補
正
が
４
分
の
１
を
占
め

る
が
、
村
有
施
設
の
節
電
対

策
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く

の
か
。

総
務
課
長

　

電
気
料
金
値
上
げ
前
か
ら

庁
舎
内
で
は
昼
休
み
の
一
斉

消
灯
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
に
お
い
て
努
力
し
て
い

る
。小

林
議
員

　
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
推
進

す
べ
き
と
思
う
が
、
公
共
施

設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
率
は
。

総
務
課
長

　

公
の
施
設
は
、
平
均
す
る

と
23
％
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
て
い

る
。
古
い
建
物
だ
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ

に
交
換
し
た
後
に
建
て
替
え

が
発
生
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
た
め
、
投
資
が
無
駄
に

な
ら
な
い
よ
う
計
画
的
に
進

め
て
い
き
た
い
。

小
林
議
員

　
暖
房
・
冷
房
温
度
も
適
正

な
温
度
が
示
さ
れ
て
い
る
の

で
、
表
示
を
す
る
な
ど
し
て

職
員
に
周
知
す
べ
き
と
考
え

る
が
。

総
務
課
長

　

暖
房
・
冷
房
温
度
に
つ
い

て
も
適
正
な
管
理
に
努
め
て

い
く
。

小
林
議
員

　
街
灯
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ
れ
て

い
る
の
か
。

総
務
課
長

　

防
犯
協
会
が
維
持
管
理
し

て
い
る
防
犯
灯
に
つ
い
て
は

す
べ
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
て
い

る
。小

林
議
員

　
土
木
費
、
道
路
維
持
費
の

実
施
設
計
委
託
料
５
０
０
万

円
の
内
容
、
必
要
性
は
。

地
域
整
備
課
長

　

歩
道
設
置
が
難
し
い
村
道

Ⅰ
―
４
号
線
２
５
０
０
ｍ
路

側
帯
の
カ
ラ
ー
舗
装
を
実
施

し
、
歩
行
者
・
自
転
車
の
安

全
確
保
を
図
る
。

小
林
議
員

　
衛
生
費
、
母
子
衛
生
費
の

出
産
・
子
育
て
応
援
事
業
補

助
金
４
９
５
万
円
の
内
容

は
。健

康
福
祉
課
長

　

す
べ
て
の
妊
婦
、
子
育
て

家
庭
が
安
心
し
て
出
産
・
子

育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
目
的
と
し
、
妊
娠
届
出
時

よ
り
必
要
な
支
援
に
つ
な
ぐ

た
め
の
面
談
や
相
談
支
援
の

充
実
と
、
出
産
育
児
関
連
用

品
購
入
費
用
の
助
成
な
ど
の

経
済
的
支
援
を
一
体
と
し
た

事
業
。

　

経
済
的
支
援
で
は
、
妊
娠

届
出
時
５
万
円
及
び
出
生
届

出
時
５
万
円
の
計
10
万
円
相

当
を
支
給
す
る
。
来
年
初
め

を
基
準
日
と
し
た
実
施
に
当

た
り
、
令
和
４
年
４
月
以
降

に
出
産
し
た
者
に
対
し
て
も

遡
及
適
用
す
る
経
過
措
置
が

あ
る
。

　

対
象
者
は
、
今
年
４
月
以

降
に
出
産
し
た
者
及
び
来
年

３
月
末
ま
で
の
出
産
予
定

者
、
さ
ら
に
今
年
度
妊
娠
届

を
出
さ
れ
た
者
の
う
ち
来
年

４
月
以
降
の
出
産
予
定
者
。

路側帯のカラー舗装（イメージ）

（6）令和５年１月26日 議 会 だ よ り

質
　

疑
　

応
　

答

令
和
４
年
度
玉

川
村
一
般
会
計

補
正
予
算（
第

５
号
）



林
議
員

　
農
林
水
産
業
費
、
産
業
農

地
費
工
事
請
負
費
の
農
地
耕

作
条
件
改
善
工
事
の
内
容

は
。産

業
振
興
課
長

　

山
小
屋
地
区
で
実
施
。
補

助
金
の
満
額
交
付
に
よ
り
、

村
単
独
費
分
を
増
額
す
る
。

林
議
員

　
土
木
費
、
道
路
維
持
費
工

事
請
負
費
の
村
道
維
持
補
修

工
事
の
件
数
と
内
容
は
。

地
域
整
備
課
長

　

竜
崎
字
和
久
地
内
の
防
護

柵
（
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
）
設
置
、

北
―
26
号
線
の
道
路
法
面
崩

落
箇
所
の
補
修
、
南
―
42
号

線
の
路
面
舗
装
修
繕
の
３
ケ

所
分
。

林
議
員

　
教
育
費
、
給
食
施
設
費
電

気
料
１
４
５
万
円
増
額
さ
れ

る
が
、
給
食
セ
ン
タ
ー
に
設

置
の
外
灯
が
毎
日
夜
遅
く
ま

で
点
い
て
い
る
の
で
、
消
灯

時
間
を
早
め
る
な
ど
経
費
を

抑
制
す
べ
き
で
は
。

教
育
課
長

　

現
場
を
確
認
し
た
う
え
で

適
切
に
対
応
し
た
い
。

　
取
水
・
送
水
・
配
水
施
設

の
ポ
ン
プ
動
力
費
３
０
０
万

円
及
び
職
員
の
人
件
費
１
０

万
円
を
増
額
。

［
質
　
疑
］

林
議
員

　
水
道
事
業
費
、
原
水
及
び

浄
水
費
の
動
力
費
３
０
０
万

円
の
内
容
は
。

地
域
整
備
課
長

　

取
水
・
送
水
・
配
水
施
設

に
設
置
さ
れ
て
い
る
動
力
ポ

ン
プ
に
係
る
電
気
料
金
の
値

上
げ
に
伴
う
補
正
。

工
事
の
場
所
：

村
道
川
―
41
号
線
（
大
字

川
辺
字
金
波
地
内
）

契
約
金
額
：

　
５
３
９
０
万
円

契
約
の
相
手
方
：

　
有
限
会
社　
岩
谷
建
設

［
質
　
疑
］

小
林
議
員

　
工
期
に
つ
い
て
、
年
末
年

始
で
休
日
の
多
い
こ
の
期
間

で
、
工
期
の
厳
守
は
大
丈
夫

か
。
工
期
に
余
裕
を
つ
け
る

発
注
を
早
め
に
で
き
な
か
っ

た
の
か
。

地
域
整
備
課
長

　

災
害
査
定
や
そ
の
後
の
事

務
手
続
き
な
ど
に
時
間
を

要
し
た
た
め
こ
の
時
期
と

な
っ
た
。
施
工
業
者
と
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
管
理
の
徹
底
に
よ

り
、
早
期
復
旧
完
成
に
努
め

る
。石

井
議
員

　

補
助
率
、
国
・
県
・
村
の

負
担
割
合
は
ど
の
く
ら
い

か
。地

域
整
備
課
長

　

国
が
60
％
、
県
は
無
し
、

残
り
の
40
％
で
起
債
と
村
単

独
費
で
対
応
。

林
議
員

　
か
な
り
大
き
な
落
石
で
あ

る
が
、
処
分
方
法
や
処
分
場

所
は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

地
域
整
備
課
長

　

今
後
施
工
業
者
と
処
理
方

法
や
処
分
方
法
に
つ
い
て
協

議
し
て
い
く
。

林
議
員

　
急
勾
配
の
地
形
で
か
な
り

の
延
長
が
あ
る
が
、
今
回
は

被
災
し
た
箇
所
の
み
復
旧
す

る
の
か
。

地
域
整
備
課
長

　

本
契
約
は
あ
く
ま
で
も
災

害
復
旧
工
事
が
認
め
ら
れ
た

箇
所
の
み
で
、
前
後
の
危
険

な
箇
所
は
、
起
債
事
業
３
０

０
０
万
円
を
活
用
し
施
工
す

る
。

川辺字金波地内（崩落現場）

（7） 令和５年１月26日議 会 だ よ り

令
和
４
年
度
玉

川
村
上
水
道
事

業
会
計
補
正
予

算（
第
２
号
）

道
路
災
害
復
旧

工
事（
査
定
第

１
０
０
５
号
）請

負
契
約
の
締
結

質
　

疑
　

応
　

答



　第１回臨時会は11月10日に開催され、村から提案された補正予算１件及び教育委員の任
命１件を審議し、可決、同意された。

　議会だよりたまかわ№169号、５ページの
「議案名」に誤りがありました。
　お詫びして、下記のとおり訂正いたします。
　（正）玉川村アーバンスポーツ施設の設置
　（誤）玉川村アーバンスポーツ施設の位置

（8）令和５年１月26日 議 会 だ よ り

田
た

母
も

神
がみ

  久
く み こ

美子 氏

教育委員会委員の任命に同意
　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
０

４
７
万
円
を
追
加
し
、
予
算

の
総
額
を
51
億
５
８
２
１
万

円
と
す
る
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
①

電
気
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価

格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
に

係
る
民
生
費
で
３
０
４
６
万

令
和
４
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

円
、
②
農
業
資
材
価
格
等
高

騰
対
策
継
続
支
援
事
業
等
に

係
る
農
林
水
産
業
費
で
２
３

３
５
万
円
、
③
中
小
企
業
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
対
策
支

援
事
業
等
に
係
る
商
工
費
で

１
６
６
４
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ

増
額
す
る
も
の
。

審議議案一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　� 　全会一致で賛成の場合は個別の賛否は省略しました。

番　号 議　案　名 採決 内　容　等

議案第53号 令和４年度一般会計補正予算（第４号） 可決 歳入歳出に 7,047 万円を追加し、予算
総額を 51 億 5,821 万円とする

議案第54号 玉川村教育委員会委員の任命につき同意を求め
ること 同意 ８ページに記載

玉川村議会 第１回臨時会

　任期満了となる玉川村教育委員会委員
の後任に田母神久美子氏（小高）が全会
一致で同意されました。

お詫びと訂正



村政村政ここがききたいここがききたい
４人の議員が質問４人の議員が質問

　一般質問とは、議員が村長など執行機関に対し、行政全般にわたる施策の状況や方針な　一般質問とは、議員が村長など執行機関に対し、行政全般にわたる施策の状況や方針な
どについて説明や報告を求めるもの。どについて説明や報告を求めるもの。
　住民を代表しての発言の場であることから、大きな関心と期待を持たれる大事な議員活　住民を代表しての発言の場であることから、大きな関心と期待を持たれる大事な議員活
動でもある。動でもある。

◇  ◇  須藤  安昭　須藤  安昭　……………………………………………………1010
　１．マイナンバー交付率向上について　１．マイナンバー交付率向上について
　２．遊水地利活用計画の進捗について　２．遊水地利活用計画の進捗について
　３．５期目の村長選出馬の所信について　３．５期目の村長選出馬の所信について

◇  林 　芳 子◇  林 　芳 子　　……………………………………………………1111
　１．水（上下水道含む）問題について　１．水（上下水道含む）問題について

◇  石井  清勝◇  石井  清勝　　……………………………………………………1212
　１．移住定住促進について　１．移住定住促進について
　２．定年制度について　２．定年制度について

◇  塩澤  重男◇  塩澤  重男　　……………………………………………………1313
　１．少子・高齢化対策について　１．少子・高齢化対策について
　２．農業振興について　２．農業振興について
　３．物価高騰対策について　３．物価高騰対策について

（9） 令和５年１月26日議 会 だ よ り

村の答え
は？



要
望
す
べ
き
と
思
う
が
。

答　
当
然
の
こ
と
と
思
う
。	

問　
令
和
５
年
度
の
予
算

編
成
の
基
本
方
針
、
及
び
重

点
施
策
は
。

答　
『
未
来（
あ
す
）が
輝
く

村
づ
く
り
、
元
気
な
た
ま
か

わ
』
の
実
現
に
向
け
て
、
村

民
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、

メ
リ
ハ
リ
の
効
い
た
予
算
編

成
を
す
る
。
重
点
施
策
は
各

課
に
て
予
算
作
成
中
で
あ
る

が
、
コ
ロ
ナ
対
策
、
子
育
て

支
援
事
業
、
住
環
境
の
整
備
、

村
道
中
─
16
、
17
、
南
─
50

の
整
備
、
遊
水
地
対
応
、
上

水
道
、
集
落
排
水
事
業
等
に

し
っ
か
り
取
り
組
む
。

問　
住
民
が
困
っ
て
い
る

事
柄
、
各
区
か
ら
の
請
願
へ

の
着
手
計
画
は
。

答　
カ
ー
ド
の
機
能
停
止

の
手
続
き
、
遺
失
届
、
盗
難

届
出
な
ど
交
付
時
に
周
知
し

て
い
る
。

　

暗
証
番
号
忘
れ
や
再
発
行

に
つ
い
て
も
、
役
場
、
行
政

セ
ン
タ
ー
窓
口
で
対
応
す
る
。

問　
交
付
率
に
応
じ
た
地

方
交
付
税
、
デ
ジ
タ
ル
関
連

交
付
金
の
減
額
は
ど
う
な
る

の
か
。

答　
具
体
的
な
内
容
は
示

さ
れ
て
い
な
い
。

問　
こ
の
一
年
間
の
活
動

内
容
と
、今
後
の
進
め
方
は
。

答　
４
月
に
３
町
村
長
連

名
で
要
望
書
を
提
出
し
た
。

早
急
に
国
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
方
針
等
を
具
体
的
に
示

す
よ
う
に
要
望
し
た
。
地
元

の
要
望
を
聴
く
組
織
づ
く
り

に
着
手
し
た
と
報
告
が
あ
っ

た
。
村
で
は
有
効
な
利
活
用

の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

　

地
域
振
興
に
つ
な
が
る
よ

う
、
委
員
会
等
の
設
置
を
検

討
し
た
い
。

問　
議
会
で
は
遊
水
地
整

備
事
業
玉
川
村
議
員
協
議
会

を
発
足
さ
せ
た
。
村
に
お
い

て
も
、
村
民
、
有
識
者
に
よ

る
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
で
、

あ
る
べ
き
姿
を
描
き
、
国
へ

問　
情
報
漏
洩
の
危
険
は

な
い
か
。

答　
カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ

プ
内
に
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性

の
高
い
個
人
情
報
は
記
録
さ

れ
て
お
ら
ず
、
利
用
に
際
し

て
も
暗
証
番
号
が
必
要
と
な

る
な
ど
安
全
に
十
分
対
応
し

て
い
る
。

問　
紛
失
、
盗
難
、
暗
証

番
号
忘
れ
、
再
発
行
等
の
対

応
は
。 Qマイナンバー

カード交付率
　向上は
A積極的に丁寧に
サポート

Q遊水地利活用計
画の進捗は

A委員会等の設置
を検討

Q５期目の村長選
出馬の所信は

A後進に道を譲る
べく慎重に対応

須
す ど う

藤安
やすあき

昭 議員

答　
な
か
な
か
要
望
に
応

え
ら
れ
ず
申
し
訳
な
く
思

う
。
国
の
補
助
の
あ
る
も
の

を
選
び
、
更
に
村
単
独
事
業

で
も
年
１
件
は
や
り
た
い
。

今
月
は
予
算
要
求
、
１
月
査

定
の
予
定
で
あ
る
。

問　
５
期
目
の
村
長
選
出

馬
へ
の
所
信
は
。

答　
後
援
会
と
相
談
し
後

進
に
道
を
譲
る
こ
と
が
選
択

の
道
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
少
子
高
齢
化
、
人
口

減
少
、
遊
水
地
対
応
等
、
大

変
難
し
い
舵
取
り
に
な
る
と

思
う
が
、
後
継
者
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
後
継
者
に
つ
い
て
は
、

私
か
ら
後
援
会
に
何
も
話
し

て
い
な
い
。
新
し
い
感
覚
、
改

革
で
村
政
を
運
営
さ
れ
る
方

が
出
て
く
れ
る
か
な
と
思
う
。

問　
い
ろ
ん
な
考
え
方
や
、

能
力
の
持
っ
た
、
特
に
若
い

人
が
、
２
人
も
３
人
も
手
を

挙
げ
て
、
理
想
を
語
る
こ
と

が
、
玉
川
村
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
と
思
う
。
村
長
は
ど

う
考
え
る
か
。		

答　
実
行
力
の
あ
る
、
強

い
精
神
力
の
あ
る
方
が
、
出

て
き
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

岩手県一関遊水地（地役権方式） 須賀川市浜尾遊水地（全面買取方式）
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一
般
質
問



検
。
３
年
毎
に
専
門
業
者
が

掃
除
。

問　
報
告
は
ど
の
よ
う
に

し
て
い
る
の
か
。	

答　
写
真
付
き
の
報
告
書
。

問　
開
示
は
。	

答　
要
望
が
あ
れ
ば
で
き
る
。

問　
浄
化
さ
せ
る
薬
品
使

用
量
の
上
限
は
あ
る
か
。	

答　
配
水
管
の
末
端
で
、

０
・
１
Ｐ
Ｐ
Ｍ
以
上
１
Ｐ
Ｐ

Ｍ
以
内
。

問　
51
項
目
中
９
項
目
の

水
質
検
査
を
毎
月
や
っ
て
い

る
が
、時
期
的
に
は
い
つ
か
、

一
斉
か
。	

答　
各
施
設
毎
に
や
っ
て

い
る
。

問　
施
設
の
内
４
ヶ
所
の

施
設
で
「
取
水
量
を
抑
え
て

い
る
が
若
干
の
水
位
低
下
が

見
ら
れ
る
」
と
あ
る
が
東
日

本
大
震
災
後
か
ら
か
、
今
後

の
対
策
、
水
源
改
修
は
。	

答　
計
画
取
水
量
の
７
～

８
割
の
汲
み
上
げ
。

　

東
日
本
大
震
災
以
前
か
ら

の
傾
向
。
揚
水
管
の
洗
浄
や

泥
の
除
去
に
よ
り
、
深
井
戸

の
長
寿
命
化
を
図
る
。

問　
四
辻
新
田
浄
水
場
着

工
に
よ
る
許
可
値
87
㎥
／
日

工
事
費
は
。

答　
総
延
長
は
約
73
・
８

㎞
。
今
回
工
事
距
離
は
、
１

９
５
ｍ
。
工
事
費
は
、
２
９

１
２
万
円
。

　

今
回
の
工
事
で
こ
の
路
線

は
、
完
了
。

問　
他
に
布
設
替
工
事
箇

所
は
。

答　
川
辺
公
民
館
付
近
。

平
成
４
年
に
初
回
布
設
替

し
、
30
年
経
過
し
た
た
め
。

問　
今
後
ど
の
管
に
交
換

す
る
予
定
か
。

答　
硬
質
塩
化
ビ
ニ
ル
管

を
メ
イ
ン
に
布
設
替
を
行

い
、
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
等

に
交
換
予
定
。

問　
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
が

布
設
さ
れ
て
い
る
地
域
は
。

答　
道
路
に
布
設
分
は
１

０
０
％
交
換
し
た
が
、
母
畑

丈
田
ポ
ン
プ
場
～
曲
木
迄
の

４
４
７
ｍ
分
。

問　
今
後
交
換
す
る
予
定
は
。

答　
入
れ
替
え
の
考
え
は

な
い
。

問　
村
に
お
け
る
取
水
、

浄
水
、
送
水
、
配
水
施
設
の

耐
用
年
数
は
何
年
と
見
て
い

る
の
か
。

答　
60
年
と
見
て
い
る
。

問　
30
年
以
上
経
過
し
て

い
る
が
次
の
対
策
は
。

答　
建
て
替
え
る
予
定
は

な
い
。
計
装
機
器
の
長
寿
命

化
を
図
り
な
が
ら
当
面
は
、

維
持
補
修
の
み
。

問　
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
内

の
掃
除
は
。

答　
ポ
ン
プ
場
は
週
１
回

（
目
視
）、
配
水
池
も
目
視
点

問　
須
釜
小
学
校
付
近
の

配
水
管
布
設
替
工
事
に
お
け

る
配
水
管
の
布
設
後
経
過
年

数
は
。

答　
昭
和
47
年
に
布
設
し

た
も
の
で
、
今
回
初
め
て
の

交
換
。

問　
配
水
管
の
総
延
長
、

今
回
布
設
替
え
す
る
距
離
、

Q水問題への今後の方向性は
A水道未普及地域の解消、補
修・点検による施設の長寿
命化を図る

の
賄
え
る
世
帯
数
は
。	

答　
69
戸
。

問　
本
管
か
ら
の
引
込
に

か
か
る
費
用
は
。	

答　
給
水
管
、
メ
ー
タ
ー

は
全
額
個
人
負
担
。
村
か
ら

の
補
助
は
な
い
。

問　
平
成
27
年
か
ら
の
生

活
基
盤
施
設
耐
震
化
等
交
付

金
の
交
付
額
は
事
業
費
の
何

割
か
。	

答　
交
付
金
交
付
額
は
、
３

分
の
１
。
そ
の
他
財
源
と
し

て
企
業
債
の
借
入
、
自
己
資

金
を
活
用
。

問　
遊
水
地
群
整
備
事
業

に
よ
る
集
団
移
転
で
の
上
下

水
道
の
整
備
は
、
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
。	

答　
個
別
に
移
転
す
る
た

め
、
ま
だ
場
所
が
決
定
し
て

い
な
い
の
で
わ
か
ら
な
い
。

１
人
１
人
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
対
応
し
て
い
く
。

一
般
質
問

川辺公民館付近

遊水地計画地

玉川村上水道丈田ポンプ場

（11） 令和５年１月26日議 会 だ よ り

林
はやし

　芳
よ し こ

子 議員



問　
地
方
公
務
員
法
の
改

正
に
よ
り
、
定
年
の
年
齢
が

段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。
本
村
で
は
ど

の
よ
う
な
対
応
を
す
る
か
。

答　
定
年
年
齢
を
段
階
的

に
引
き
上
げ
、
60
歳
を
迎
え

た
管
理
職
を
降
任
さ
せ
る
役

職
定
年
制
の
導
入
と
と
も
に

60
歳
を
超
え
た
職
員
の
給
料

月
額
を
７
割
水
準
に
制
定
す

る
。
ま
た
、
60
歳
以
降
の
職

員
の
多
様
な
生
き
方
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
本
人

の
希
望
に
よ
り
短
時
間
勤
務

本
音
で
あ
る
と
回
答
し
て
い

る
。
議
員
と
し
て
も
村
外
へ

の
移
住
に
よ
る
人
口
減
少
を

危
惧
し
て
い
る
の
で
、
移
転

者
に
補
助
金
を
お
願
い
し
た

い
。
現
状
で
は
無
理
だ
が
実

際
に
移
転
は
３
年
か
ら
５
年

か
か
る
の
で
、
村
当
局
は
今

後
考
え
が
あ
る
か
。

答　
現
時
点
で
は
考
え
は

な
い
が
、
国
の
補
償
の
中
で

な
お
か
つ
村
と
し
て
は
し
っ

か
り
と
対
象
と
な
る
世
帯
へ

対
応
し
て
い
き
た
い
。

の
１
号
で
は
、
所
有
す
る
住

宅
が
公
共
事
業
の
た
め
収
用

さ
れ
、
当
該
収
用
に
伴
い
新

築
住
宅
を
取
得
し
た
者
は
交

付
対
象
と
し
な
い
も
の
と
す

る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
回
遊
水
地
事
業
よ

る
家
屋
移
転
対
象
者
の
全
て

の
方
を
対
象
と
し
た
新
た
な

定
住
補
助
金
交
付
要
綱
の
制

定
は
出
来
な
い
か
。

答　
現
時
点
お
い
て
は
公

平
性
を
考
慮
し
、
国
の
補
助

等
へ
の
上
乗
せ
は
難
し
い
も

の
と
考
え
て
お
り
、
引
き
続

き
村
内
に
定
住
を
頂
け
る
よ

う
に
一
人
一
人
の
ご
意
見
等

を
し
っ
か
り
寄
り
添
い
な
が

ら
全
力
で
支
援
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問　
『
財
界
ふ
く
し
ま
』
で

村
長
は
、
当
村
と
し
て
は
村

外
に
移
転
さ
れ
て
人
口
が
減

少
し
て
い
く
の
は
極
力
、
避

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
極

力
村
か
ら
出
て
欲
し
く
な

い
。
現
在
の
住
居
の
近
く
に

移
転
し
て
頂
き
た
い
の
が

問　
現
行
の
玉
川
村
移
住

定
住
促
進
補
助
金
交
付
要
綱

で
（
遊
水
地
移
転
者
へ
の
補

助
金
の
交
付
は
可
能
か
）
の

質
問
に
対
し
、
村
長
は
（
現

時
点
に
お
い
て
は
合
っ
て
い

る
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
い

ま
す
。）
と
の
答
弁
で
あ
っ

た
。
同
要
綱
第
４
条
第
２
項

Q新たな定住補助金
の制定は
A現時点では難しい

石
い し い

井清
きよかつ

勝 議員

制
度
を
導
入
す
る
。

問　
県
で
は
役
職
定
年
後

は
一
定
の
期
間
現
職
の
補
助

役
と
し
て
実
施
し
て
い
る
の

で
、
村
で
も
適
材
適
所
を
見

な
が
ら
実
施
で
き
な
い
か
。

答　
そ
の
年
度
、ポ
ジ
シ
ョ

ン
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
職
員
数
も
限
ら
れ
て
お

り
、
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス
が

考
え
ら
れ
る
。
ケ
ー
ス
バ
イ

ケ
ー
ス
で
の
判
断
と
な
り
、

同
じ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
い
う
考

え
も
当
然
で
て
く
る
と
現
時

点
で
は
考
え
て
い
る
。

竜崎の住宅地

Q定年後の職員の
　適材適所は
Aケースバイケース
での判断

（12）令和５年１月26日 議 会 だ よ り

一
般
質
問



答　
産
業
振
興
課
一
箇
所

の
み
で
受
付
。

　

農
業
申
告
内
容
を
審
査
す

る
。
な
い
と
き
は
住
民
税
務

課
で
確
認
資
料
を
取
り
よ
せ

て
い
た
だ
く
。

物
価
高
騰
に
悲
鳴

問　
生
活
困
窮
者
、
低
所

得
者
へ
の
支
援
は
。

答　
令
和
４
年
度
は
「
物

価
高
騰
対
応
生
活
困
窮
世
帯

緊
急
補
助
事
業
」
で
７
千
円

の
現
金
支
給
。
さ
ら
に
国
の

支
援
策
と
し
て
「
電
気
ガ
ス

食
料
品
等
価
格
高
騰
緊
急
支

援
給
付
金
事
業
」
で
５
万
円

を
現
金
支
給
す
る
。

問　
対
象
戸
数
は
何
戸
か
、

ま
た
村
の
加
算
は
あ
る
の
か
。

答　
４
３
５
世
帯
に
確
認

書
を
送
付
。
村
の
上
乗
せ
は

な
い
。

０
２
５
年
推
計
は
不
明
。

問　
高
齢
者
の
交
通
事
故

が
問
題
の
今
、
免
許
返
納
の

環
境
整
備
と
交
通
弱
者
の
対

策
は
。

答　
タ
ク
シ
ー
券
や
乗
り
合

い
タ
ク
シ
ー
の
検
討
は
な
い
。

　

令
和
５
年
度
の
予
算
で
オ

ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
等
の
検
討

を
す
る
が
実
施
は
未
定
。

農
業
資
材
高
騰
に
危
機
感

問　
令
和
５
年
度
肥
料
購

入
で
の
支
援
は
。

答　
令
和
５
年
度
は
予
算

編
成
中
で
あ
る
。
今
年
度
の

助
成
は
臨
時
会
で
決
ま
っ
た

も
の
。

問　
担
い
手
育
成
の
施
策
は
。

答　
機
械
導
入
等
の
助
成

を
行
っ
て
い
る
。

問　
転
作
の
成
功
例
は
。

答　
特
に
多
い
も
の
は
、
飼

料
用
米
の
40
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

問　
農
地
の
集
積
状
況
は
。

答　
３
５
７
件
４
２
５
，

７
９
２
㎡

問　
受
け
皿
と
し
て
中
心

的
役
割
を
期
待
さ
れ
る
認
定

農
業
者
の
現
状
は
。

答　
高
齢
で
更
新
し
な
い

人
も
い
る
。
現
在
52
名
で
増

加
に
向
け
支
援
し
て
い
く
。

新
規
就
農
者
も
認
定
農
業
者

へ
の
移
行
を
支
援
す
る
。

問　
飼
料
米
の
今
後
の
見

通
し
は
。

答　
補
助
金
は
今
後
も
継
続

す
る
が
金
額
は
変
動
す
る
。

問　
農
業
資
材
等
高
騰
の

給
付
金
交
付
申
請
書
を
、
す

が
ま
プ
ラ
ザ
や
Ｊ
Ａ
窓
口
に

配
置
は
で
き
な
い
か
。

Q農業資材高
騰の支援は
A経費の十分
の一を助成

Q物価高騰
の支援は
A５万円の
現金支給

補
助
金
・
誕
生
祝
金
・
子
育

て
支
援
給
付
金
の
施
策
。

問　
子
育
て
や
教
育
面
で

の
支
援
は
。

答　
子
育
て
支
援
・
誕
生

祝
金
・
医
療
費
の
無
料
化
。

令
和
４
年
度
よ
り
給
食
費
の

助
成
を
実
施
。
令
和
５
年
度

も
継
続
し
た
い
。

問　
玉
川
村
に
永
住
す
る

方
に
は
宅
地
を
無
償
で
譲
渡

し
て
は
。

答　
そ
の
よ
う
な
考
え
も

必
要
と
思
う
。
何
年
内
に
は

住
宅
を
建
て
る
と
か
総
体
的

に
検
討
が
必
要
。

高
齢
者
の
足
の
確
保
を

問　
玉
川
村
の
高
齢
化
率
は
。

答　
現
在
33
・
１
％　

２

若
人
を
た
ま
か
わ
に

問　
旧
須
釜
中
跡
地
の
住

宅
団
地
造
成
の
進
捗
状
況

は
。

答　
測
量
調
査
を
令
和
５

年
３
月
下
旬
完
了
を
目
指

す
。

問　
移
住
・
定
住
の
成
果

と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答　
補
助
金
交
付
に
よ
り
、

現
在
ま
で
、
村
内
外
か
ら
33

件
99
名
が
転
入
転
居
し
た
。

問　
若
者
を
玉
川
村
に
呼

び
戻
す
施
策
は
。

答　
宅
地
の
整
備
・
当
該

Q少子化
　　対策は
A子育て支援
を充実

宅地造成地　人口増を期待

肥料高騰で自己取り

一
般
質
問

（13） 令和５年１月26日議 会 だ よ り

塩
しおざわ
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し げ お

男 議員



（14）令和５年１月26日 議 会 だ よ り

町村議会議員研修

請願箇所の現地調査

議
員
研
修

委
員
会
活
動

議会活動
　10月24日、県町村議会議長会主催の研修会が郡山市のビッグパレッ
トふくしまで開催された。
　東北大学大学院情報科学研究科准教授の河村和徳氏からは、「町村
議会のあり方と今後の議会改革　ウィズコロナを意識して」と題し、
コロナウイルス感染症感染拡大を受け、年４回の定例会から通年議会
への開催方法の検討が進み、更に地方議会のデジタル化への変革も加
速しているとの講和があった。

　政治ジャーナリストの
細川隆三氏からは、「日
本政治の行方　～ズバリ
解説！政局の焦点」とい
う内容で、安倍・菅政権
の功績や現在の岸田政権
における政局の行方につ
いての講演が行われた。

　総務産業建設常任委員会に付託された請願箇所の調査を行った。
　当日は、区長さん等からの説明を受け、現地を確認した。
　調査後、委員会での審議を行い、12月定例会で「採択」した。

　11月４日、石川地方町村議会議長会主催の研修会が、石川町の八幡屋で開催された。
　講師に福島大学農学群食農学類長　教授の生源寺眞一氏をむかえ、「現代日本の食
料・農業・農村（～中山間地域を念頭に～）」と題し、現代日本の食生活の変化、家族
経営体から企業・ＮＰＯ法人による農業参入の加速化、中山間地域における農業・農村
が直面している問題等の講演が行われた。

10/24月  町村議会議員研修

12／9  竜崎区からの請願箇所の調査
総務産業建設常任委員会

11/4金  石川地方町村議会議員研修



公立岩瀬病院企業団議会・石川地方生活環境施設組合議会・
須賀川地方広域消防組合議会

定例会・臨時会レポート

（15） 令和５年１月26日議 会 だ よ り

行
政
視
察

◦公立岩瀬病院企業団議会　　１名出席（大和田　宏議員）
　令和４年９月定例会／令和４年９月30日開催
　　・令和３年度公立岩瀬病院事業会計資金不足比率　…………………………　資金不足額なし
　　・専決処分の承認（補正予算第１号）　……………………………………………………　可決
　　・職員の育児休業等に関する条例の一部改正　……………………………………………　可決
　　・令和３年度病院事業会計決算の認定　……………………………………………………　認定

◦石川地方生活環境施設組合議会　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　３名出席（小針竹千代議員・林芳子議員・須藤安昭議員）
　令和４年第３回定例会／令和４年12月26日開催　　　　　
　　・石川地方生活環境施設組合一般廃棄物最終処分場等整備基金条例の制定　…………　可決
　　・職員の育児休業等に関する条例の一部改正　……………………………………………　可決
　　・職員の定年等に関する条例の一部改正　…………………………………………………　可決
　　・地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例……　可決
　　・職員の給与に関する条例の一部改正　……………………………………………………　可決
　　・会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正　……………………　可決
　　・令和３年度石川地方生活環境施設組合一般会計歳入歳出決算の認定　………………　認定
　　・令和４年度石川地方生活環境施設組合一般会計補正予算（第１号）…………………　可決

◦須賀川地方広域消防組合議会　１名出席（西川良英議員）
　令和４年10月定例会／令和４年10月27日開催
　　・専決処分の承認（須賀川地方広域消防組合職員の育児休業等に関する条例の一部改正）…　承認
　　・令和４年度須賀川地方広域消防組合一般会計補正予算（第２号）……………………　可決

村の負担額855万円村の負担額855万円

村の負担額１億3,884万円村の負担額１億3,884万円

村の負担額１億2,774万円村の負担額１億2,774万円

　当村議会から公立岩瀬病院企業団議会へ１名、石川地方生活環境施設組合議会へ３名、須
賀川地方広域消防組合議会へ１名、それぞれの議会議員として定例会等へ出席しているよ。
　今回は９月定例会以降に開催された各議会についての概要をお知らせするね。

説明を受ける文京区議 手ぶらキャッシュレスを体験

　12月７日、東京都文京区議会　自由民主党・無所属会派10名が、全
国初の取組みである「手ぶらキャッシュレス実証事業」の行政視察の
ため来村され、村企画政策課から、実証事業の説明を受けました。
　本会からは、須藤議長・塩澤副議長・飯島議員・大和田議員・石井
議員・林議員の６名が出席し、意見交換等を行い、相互交流を図りま
した。

12/7水  文京区議会議員行政視察
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（
林　
芳
子
）

　昨今のコロナウイルス感染が収まらない
なか、村民の代表として活動していただき
誠にありがとうございます。村民の声に耳
を傾け、より良い村になるよう、お願いい
たします。

　消防団員の確保が難しく、また企業や家
族の理解も希薄となっているなか、消防団
活動に参加する団員の負担が少しでも軽く
なるよう、対策していただけるとありがた
いです。

　近年増加している自然災害は想定外の被
害が発生しています。
　村民の安全・安心を確保する対策を村と
連携して進めていただき、安心して住める
村、及び立地条件を生かし魅力ある村にな
るよう、村民の意見を聴きながら進めてい
ただきたいと思います。

　人口減少・少子化がこれからの課題になっ
てくると思います。
　安心して住める環境を整え、便利のよい
住みやすい住宅地の拡大を進めて、移住及
び定住を促進し、魅力及び活気ある村にな
るよう、議会・各種団体・村民と連携して
進めていただきたいと思います。

◦議会に対して◦議会に対して

◦村に対して◦村に対して

玉川村消防団
南須釜分団長

玉川村消防団
副団長

島
しま だ
田　邦

くにひさ
久さん関

せき ね
根　和

かずみ
美さん

希望の虹


